
2022年9月8日イギリスのエリザベス
2世が96歳で死亡した。
英国と王室が変化を遂げる激動の
時代を乗り越えたエリザベス女王がそ
の生涯の幕を閉じた。イギリス史上最
⾧となる在位期間を過ごした女王の

死には世界中から弔意が寄せられた。深い悲しみの中、
天皇、皇后両陛下は、エリザベス女王の国葬に参列され
るために政府専用機で日本を出発し、19日ロンドンのウェ
ストミンスター寺院に向かった。
かつての大英帝国は、その⾧い治世の間に変わらざるを得
なかった。戦争に疲弊して衰えゆく帝国から、現代的な多
文化国家へと変貌を遂げた。君主がリーダーシップを求めら
れる場面はほとんど見られなかったが、女王は常に国民の
心に寄り添い続けたその生き方は国民から⾧く変わらぬ尊
敬を集めた。
約100万人の市民が沿道で追悼した。70年にわたる在
位で献身的に尽くした「英国の母」に世界が最後の別れを
告げた。チャールズ国王と英王族、バイデン大統領ら要人
約500人を含む2000人が参列。ロンドン警視庁は1万
人を超す警察官を配置、単一行事としては史上最大規
模となった。この様子は世界中の41億人が生中継で視聴
した。

202 2年10月

「好きです」と アドレス間違え 母さんに

信頼と実績で皆様に愛されて35年!
生命保険・不動産の売却・買い取り すべてお任せください!
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＊感謝ありがとう＊

＊秀人の部屋～特別編～＊
僕の青春

『燃える闘魂』アントニオ猪木

ノーベル平和賞が10月7日発表された
今年のノーベル平和賞に、人権活動などに取り組むウク
ライナとロシア、ベラルーシの２団体、１個人が選ばれた。
ロシアのプーチン大統領が２月に始めたウクライナ侵攻
が、第２次大戦後の国際秩序を揺るがす中で、発表
が注目されていた。
ノーベル賞委員会は「人権、民主主義、平和共存の擁
護者を表彰したい」と強調した。国家権力の妨害にひる
むことなく、戦争犯罪や人権侵害、権力の乱用を見逃
さずに加害者責任を問い続ける姿勢を称賛し、支持を
鮮明にした。
授賞したウクライナの「市民自由センター」は、ロシアの侵
攻後多数の民間人殺害が明るみに出た首都キーウ近
郊のブチャやイルピンで証言を収集し、１万８千件を超
える人権侵害を記録している。
うやむやにされがちな戦争犯罪を記録し、当局の立証を
支える市民の自発的な営みが評価された。
ロシアの「メモリアル」は、ソ連のスターリン時代に迫害さ
れた人々の名誉回復に取り組んだ。ベラルーシのアレシ・
ビャリャツキ氏は人権団体の代表として、「欧州最後の
独裁者」でプーチン氏を支援するルカシェンコ大統領に
抵抗し、民主化運動を展開してきた。
共通しているのは、いずれも人権と民主主義、法の支
配が保障される社会づくりに、地道に取り組んできたこと
だ。ノーベル委員会のレイスアンデルセン委員⾧は「政治
権力を正しい方向に向かわせるために重要だ。権威主
義国家が戦争に突き進むのを阻むことにつながる」と述
べた。市民が、平和の構築に重要な役割を担っているこ
とを改めて認識したい。
民主主義の後退や人権抑圧の苦難は世界で深まって
いる。メモリアルは４月、ロシア最高裁の命令で解散さ
せられた。ビャリャツキ氏は裁判を受けることなく拘束され
ている。拷問や暴力を受け続けられ恐怖で証言を強要
させられている事実もつたえられている。
人間の価値観・反軍国主義・法の原則のため、不断の
努力を通じて、3者はノーベルが理想とした国家間の平
和と人類愛に新たな命を吹き込んでくれた。

想いをのせて ありがとう

心を打ち 元気をあたえる猪木の格言

『元気が一番、元気があれば何でもできる!

『花が咲こうと咲くまいと、生きてることが花なんだ。』

『言い訳はひとつも通用しません。それでも歩きましょう。人生逃げ道なし。』

『妥協して敗れるのか、必死に闘った結果敗れるのかでは大きな違いがある。』

『この道をゆけばどうなるものか、危ぶむなかれ、危ぶめば道はなし、
踏み出せばその一足が道となり、その一足が道となる。

迷わず行けよ 行けばわかるさ。』

アントニオ猪木は、たくさんの名言・格言を残している。その一部を紹介したい。

この活字数では全てを語り尽くせないが、冒頭にも述べた通り、自分にとって、かっこよ
くてかっこよくて、僕の中の、自分の男としての憧れの存在であったアントニオ猪木さん。
プロレス、政治、最後は病魔と、猪木さんは常に何かと闘っていたと思う。最後の最後
まで。闘うという宿命を歩んでいたのでは、と感じざるを得ない。

そんな闘っている時のあの目つき、表情、何故かしら鮮明に思い出せる。
生き方や姿勢、信念みたいなものも全て、あの表情に表れているような気がしている。

そしてふと思うのは、自分の『父』にも同じ表情を感じたこと、少し似てい
るなぁ、と幼少のころ感じたのも思い出した。猪木さんに父を重ねて見て
いたところもあるのかもしれない。

そんな自分にとって大きな存在であった熱き男。あの『燃える闘魂』の
熱い炎は、僕やたくさんの人の心の中に今も灯されている。間違いない。

まだ強い悲しみは消えませんが、強く強く、ご冥福をお祈り申し上げます。

アントニオ猪木（アントニオいのき)、本名:猪木寛至(いのきかんじ)

1943年〈昭和18年〉2月20日生まれ。横浜市出身。プロレスラー・
政治家・事業家。
2022年10月1日7時40分、全身性トランスサイレチンアミロイドーシス
による心不全のため都内の自宅で死去した。享年79歳。
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僕の青春『燃える闘魂』アントニオ猪木

当時の新日本プロレスを、父の影響で一緒に見ていた。当然に最後の試合で出てくる。落語で言えば真打だ。
そしてそんな堂々たる真打は、いつもたまらないほどの試合で、必ず僕を興奮させた。男の本能への刺激だった
のだと思う。他のプロレスラーももちろん見ていたが、僕にとっては断トツだった。アントニオ猪木の表情、試合の
展開、必殺技、全てがかっこよかった。とにかく魅かれていたのだ。猪木という男が闘う姿に。

日本プロレス界の父、と称される「力道山」。日本プロレスという団体を設立し、言わずと知れたプロレス界の英雄。
その弟子として有名であったのが、ジャイアント馬場とこのアントニオ猪木であった。この二人の弟子。
あまり知られていないが、ほぼ同時に入団した二人への扱いは、雲泥どころか天と地ほどの差があった。
元プロ野球の巨人軍にいた馬場へはエリートコースでの待遇、猪木には自らへの付き人をさせ、鉄拳制裁の日々。
その数々のエピソードはもはや虐待であった。猪木はそんな地獄の境遇であった３年半を逃げずに耐えたのだ。

その後、新日本プロレスを立ち上げ、掲げたのは「ストロングスタイル」。プロレスラーとしての強さの証明。
そしてそのプロレスこそが最強である、と。
その最強への証明として行ったのが、異種格闘技戦。

2022年10月１日、アントニオ猪木さんが亡くなった。享年79歳。

人はいつかは亡くなるものであるし、病魔と闘っていたのも知っていたが、僕にとっては強く
大きな衝撃であった。
物心がついた頃から、ブラウン管越しにいつも見ていた。憧れというべき存在なのか、
ヒーローなのか、振り返って考えたこともなかったが、とにかく、かっこよかった。
僕にとってたまらなく、かっこよかった。

1976年6月26日。

あの有名な一戦

ボクシングヘビー級の現役チャンピオンモハメド・アリとの闘い。

今日、現役のヘビー級チャンピオンと戦える別競技の人間など
一人もいない。莫大な借金をしてでもこの一戦にこぎつけたのは
まさに
猪木の執念。
15ラウンド戦い抜き、両者引き分け。この一戦を交えたことで、
アリと猪木の友情が芽生え、プロレスラーとしての猪木の引退試
合にアリは、パーキンソン病に侵されているにもかかわらず応援に
かけつけた。

同年12月には、

パキスタンの英雄、レスリング出身のプロレスラーアクラム・ペールワン
との敵地での闘い。実はこの試合は、いわゆる“ブック”のないセメント
マッチだった。
10万人の地元の大観衆の前で、3ラウンド、絶対にギブアップしない
空気をアクラムから感じ取った猪木は、アームロックで腕を脱臼させ、
ドクターストップに追い込み、勝利を収める。
ただその直後、完全アウェーのスタジアムは、国の英雄が敗れたことで
観衆は一気に殺気立った。殺されてもおかしくないという雰囲気の中、
勝って両手を挙げた猪木に対し、イスラム教のアラーの神への祈りを捧
げていると観衆が思って、会場の空気が一気にスーっと静まり返ったの
も、猪木の伝説の一つ。

1980年2月には、

同時格闘技ブームをプロレスと二分していた極真空手の、２ｍを超える“熊殺し”ことウィリー・ウィリアムスとの一
戦。プロレスと空手。この一戦はただの二人の闘いではなく、共に地上最強の格闘技を謳う、大団体同士の負け
られない闘いでもあった。猪木とウィリー戦は、すなわちアントニオ猪木と極真空手の創始者である大山倍達という
二人の“教祖”およびその“信者”たちの代理戦争の様相でもあった。

会場の蔵前国技館は異様な雰囲気に包まれていた。
ファンもさることながら互いの陣営も何十人、極真側に至っては
１００人をも超える関係者が脇を固めた。そして運命のゴング。
試合は、寝技は５秒以内という猪木に不利なルールもあり、
ウィリー優勢に進んでいく。
２ラウンドに一度、両者リングアウトの裁定が下るが、立会人で
ある梶原一騎の裁量で延⾧戦に突入。そして第４ラウンド、
リング外で双方のセコンドによる入り乱れた乱闘が起こる中、
最後は猪木が場外で腕ひしぎ十字固めをしたまま試合終了。
猪木は肋骨にヒビが入り、ウィリーは腕十字で右ひじの腱を痛め
たことによる両者ドクターストップの引き分けであった。

当時小学校の低学年であった自分は、この試合のビデオを父親と見た。異様で殺伐とした雰囲気を感じるととも
に、いつものプロレスとは全く違う、本物の“異種格闘技戦”を強烈に体感したのは、忘れ得ぬ記憶である。

1976年6月 モハメド・アリとの一戦

1976年12月 アクラム・ペールワンとの一戦

1980年2月 ウィリー・ウィリアムスとの一戦

2013年の参議院選挙では当時の日本維新の会から立候補して２回目の当選を果たす。

この後、北朝鮮を訪問するなど、独自の人脈を生かした活動も行った。猪木は、自らの師匠である力道山が現在
の北朝鮮にある地域の出身だったことから、北朝鮮をたびたび訪問して高官と会談を重ねるなど、日朝関係の改
善に意欲的に働きかけを行ってきた。

2013年には北朝鮮を訪れ、当時キム・ジョンウン（金正恩）総書記の側近だったキム・ヨンイル書記と会談し、
日朝関係について意見を交わした。

2014年には、猪木が企画した国際プロレス大会を北朝鮮の首都ピョンヤンで開催し、日本やアメリカ、フランスな
どからプロレスラーや格闘家およそ20人が参加し、会場となった体育館には１万人を超える観客で満員となった。

2016年から2018年にかけて3年連続で訪朝し、当時、朝鮮労働党で国際関係を統括していたリ・スヨン副委
員⾧と会談を重ね、日本人の拉致問題も取り上げ、日朝関係の改善に取り組んだ。

政治家 アントニオ猪木の足跡

1989年、猪木さんは政界に進出する。
「スポーツ平和党」を立ち上げて参議院選挙に出馬。

選挙戦における「国会に卍固め 消費税に延髄斬り」という
キャッチコピーで、99万票を獲得して国会議員となった。

当選翌年の1990年にはイラクのフセイン政権によるクウェート侵攻が起きた。
当時、クウェートにいた日本人はイラクによって「人質」とされたが、猪木議員
は自ら飛行機をチャーターしてイラクに乗り込み「平和の祭典」と称してプロレ
スなどの興行を行った。
この時、各テレビ局は「ニュース枠」で猪木議員の行動を報じていた。「無謀
な行為」「スタンドプレーが過ぎる」などの批判も多く伝えられた。しかし。猪木
議員はイベント後に、イラク当局との交渉を経て、人質を「全員解放」へと導
いたのだ。この人質解放はニュースでも大きく報じられた。常識の枠を飛び越
えるアントニオ猪木ならではの行動であった。

1990年12月5日 イラク邦人人質解放
出国が決まり猪木議員を囲んで万歳する家族ら


